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吉井 ちょっと意見言っていい、 1

井形 はい 2

3秒

39秒

吉井

は、あのー、カリキュラム委員長に質問なんだけども、えー、現行学期ですか、あの、今年ですね、
今年の科目で私二部教えているんだけれども二部の科目に私の教えている科目がないのは何故ないん
ですか？
二部で経営情報論とか情報ネットワーク論Ⅰ、Ⅱ、それから、えー、なんだっけ、えー、情報バリューエン
ジニアリングを昨日夜、えー、２１時１０分まで教えていたんだけれども、
それがこの、現行、えー、学則のところには、二部のところにないんですよね。何故ないのかな？

3

47秒 池島 なんかの関係で一部の科目を、えー、二部で開くというかたちで了承されているからだと思います。 4

1分8秒

吉井

それは、あの、私の意思でね、ね、私の意思でもって大学のシステムのなかで一部の科目を二部の科目
にできると思いますか？　そういうことはあなた方がやっていることでしょ。
私が今二部で教えているのはあなたがたが、えー、二部で担当しなさいということで私は二部で教えてい
るわけだわ。それを今あなたの説明だと

5

1分11秒 池島 ・・・しなさいとは僕は強制した覚えは全くありませんので・・・（聞き取り不可） 6

1分21秒
吉井

一寸待ってえな、あのー、シ、
システムの運営の仕方で非常にへん、変質的なことをやったらね、非常に好ましくはないと

7

池島 ･･･（聞き取り不可） 8

吉井 変質ですよ。あなたの性格と一緒だわ。 9

1分25秒

1分37秒
井形・池島

ちょっ、ちょっと聞き捨てならないですね。
　・・・（聞き取り不可）・・・　どういう意味でうか？・・・（聞き取り不可）・・・

10

吉井 いや、正しいやり方をしてくれていないという意味で変質だと言っているんですよ。 11

1分40秒
1分42秒 井形・池島 ・・・（聞き取り不可）・・・ 12

1分51秒
吉井

あの、人格の問題、人格の問題を言っているんじゃないんですよ。ちゃんとね、え、
二部で教えているやつをどうして載せないのということで私は文句を言っている訳ですよ。

13

1分56秒 井形 あのー、一寸、私が代わりに、あの、吉井先生、以前から二部は持たれないということで 14

2分6秒

吉井
ちょっと待ってえな、あの、
あなたが二部で持ってもええというメールをしっかりと送ってくれてるじゃないの？
私はそれにもとづいて十年ぶりに教えてんだよ。

15

井形
はい、二部の授業時間で、あのー、開講されているということは了承したうえで
  ・・・（聞き取り不可）・・・

16

吉井 メールでちゃんとやっているやんか 17

2分14秒 井形 ええ、やってます。それは 18

吉井 だから、それで私が科目を教えているのを何故ここにリストアップしないの、ちゅうのは 19

2分19秒 井形 え、実はそれは一部の科目ということを 20

2分21秒
2分24秒 吉井 一部の科目で重複なんて出来ないじゃないの。個人的に、 21

2分25秒 井形 重複というのは 22

2分33秒
吉井

あ、あなたの、あの、あれではね。その、
一部の科目を二部であなたは重複で講義をしているというふうに言うているのでしょ。

23

2分34秒 井形 重複というのはどういうことで 24

2分41秒
吉井

つまり、一部科目をあなたが勝手にね、二部で教えているという、そういうその説明なんでしょ。
そんなことを私が

25

井形 勝手に 26

吉井
勝手にですよ。つ、つまり、そのー、
一部の開講科目をですね、そのー、私が、えー、いわゆる無断でね、

27

井形 はい 28

2分57秒
吉井

重複して、えー、二部の講義科目で教えている、
というそういう説明をあなたが僕の研究室で話したじゃないですか。

29

井形
いや、無、無断というか、私はそれ、あの、あの、認めてましたよ。
先生、あの、二部で教え、あの、教えられる

30

◆　２０１３年１月１８日、経営学部教授会：　池島カリキュラム委員長に原告の担当科目の取り扱いについて質問する。
　　　　　-----   池島カリキュラム委員長と井形学部長の、カリキュラムに対する見識と責任感が理解できる内容   -----
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◆　２０１３年１月１８日、経営学部教授会：　池島カリキュラム委員長に原告の担当科目の取り扱いについて質問する。
　　　　　-----   池島カリキュラム委員長と井形学部長の、カリキュラムに対する見識と責任感が理解できる内容   -----

3分6秒 吉井 じゃ、二部で教えているんであれば、よ。そこに載せておいて然るべきじゃないの！ 31

井形 はいはい、あの、 32

3分9秒 北村 夜間の時間帯ということですか 33

3分18秒
井形

はい、そうです。あのー、つまりね、あのー、
　・・・（聞き取り不可）・・・大学院の経営学・・・夜開いたり、朝開いたり

34

3分20秒 吉井 ちょっと待ってくれ、あまりややこしいこと言わなくていいんだわ。 35

井形 　・・・（聞き取り不可）・・・ 36

3分20秒

3分27秒
吉井

あのー、システムのなかで二部のところに、その、私の経営情報論とかの科目があって、ですね。
んで、受講生がいるわけだよ。

37

井形 はい 38

3分29秒 吉井 そのシステムを私が個人的にね、 39

井形 はい 40

3分31秒 吉井 操作をできるはずがないじゃないですか？ 41

井形 先生はそうさ ** じゃないですよ、もちろん。　あのー、教務課の *** 42

3分37秒 吉井 教務課のミスなんですか？ 43

3分42秒 吉井 あなた方のミスではなくて教務課のミスなんですか？ 44

3分44秒 井形 教務課のミスはないですよ。 45

3分47秒 吉井 教務課のミスがなくて私が教えている訳ですか？ 46

井形 いえいえ、違います　・・・ 47

3分48秒 吉井 お金ももらっている訳ですか？ 48

井形 いえいえ、違います。先生正規で教えておられている訳ですね。 49

3分51秒
3分54秒 吉井 正規で教えておら、いるんであればここに名前を載せておくべきではないの？ 50

3分59秒 井形 二部科目と一部科目と分けてますよね。先生、ご理解いただけますよね。 51

吉井 そうですよ。 52

4分0秒

4分8秒
井形

そうでしょ。その
一部科目を夜間に開講するとかね、二部科目も、ま、お昼に開講するということはありうる訳ですよ。

53

吉井
一寸、タイム。あなた方とのやり取りでは二部科目として教えてもいいというメールが来ておって、
それで私が二部教えているんだよ。ということは、

54

井形 二部・・・（聞き取り不可）・・・ 55

4分18秒 吉井 あの、メールを見てくれたらいいじゃないの。 56

4分19秒 井形 どのメールですか？　あのー、 57

4分21秒 吉井 で、あなたはそれを了解したと言っているのに 58

4分22秒

4分36秒

井形

いえいえ、了解というか、先生、あの、これはあくまで何度も申し上げるように
カリキュラム委員会で了解する訳であってね。
ただ、あのー、先生とやりとりのなかで、私、先生が２部の時間帯で教えられると、りょう、了解といいます
か、あのー、ちゃんと私、把握したつもりでいるんですけれども、ね。

59

池島 ちょっと・・・（聞き取り不可）・・・してますんで 60

4分40秒 吉井 あのー、詭弁を、い、言わないでほしいんだわ。 61

池島 ・・・（聞き取り不可）・・・ 62
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◆　２０１３年１月１８日、経営学部教授会：　池島カリキュラム委員長に原告の担当科目の取り扱いについて質問する。
　　　　　-----   池島カリキュラム委員長と井形学部長の、カリキュラムに対する見識と責任感が理解できる内容   -----

4分42秒

5分30秒

吉井

ちょっと待ってくれ、その件は別において、あのー、あなた方カリキュラム委員会が
私の担当科目を不必要科目だと言ってね、で、不要であるからして、えー、その来年、今年の４月から不
開講にするとおっしゃったよね。不開講にするにもかかわらず科目を載せているのは何故か、というそう
いう質問とね、で、今教えている、そのー、
情報バリューエンジニアリングという科目はこれはなくなっている。それはわかるんだよ。
その、私が要らないんだからなくなっている。でも、
情報ネットワーク論Ⅰ、Ⅱとね経営情報論、あなた方は経営情報学部が改組になったようにね、
僕の担当科目は不要である。したがってというその論理からみたならば、
何故そのー、
経営情報論という科目とそれから情報ネットワーク論Ⅰ、Ⅱという科目は2013年度載せているの？
それはおかしいんじゃないの

63

井形 先生、あのー、担当者がいなくても不開講という形で載せている・・・（聞き取り不可）・・・ 64

5分35秒

5分55秒

吉井
ちょっと待ってえな、それは、あのー、必要か不必要かというところの前提条件、つまり、えー、
私のいわゆる経営情報学部が、えー、改組なったように私が教えている情報科目は経営学部としては不
要になった、ということで不必要にして、それであの、私の特任教授を認めなかったんでしょ。

65

6分0秒 井形 先生おっしゃりたいのは何か、そ、そこの点についてということでしょうかね。 66

6分3秒 吉井 ちょっと待ってえな、あの、普通の人間での質問をしているんであってね。 67

井形 はい 68

6分20秒

吉井

そのー、情報バリューエンジニアリングをなくしたのはあなた方の主張でわかっているんだわ。で、
同じように経営情報論と情報ネットワーク論Ⅰ、Ⅱも不要科目になったんだから不開講にするというふう
におっしゃっているんだからね、
その科目がリストアップされていること自体がおかしいんじゃないの？

69

6分23秒 井形 リストアップというのは通常＊＊科目であってね、 70

6分29秒
吉井

じゃ、情報バリューエンジニアリングはどうして、そのー、通常科目であっても削除しているの？
そこの質問を教えてほしいんだわ。

71

6分32秒 池島 そこまで今後はいらないという話です。 72

吉井 え、何、 73

池島
そこまで今後はいらないという話です。
こん＊＊＊＊の前提という今までの流れからすると、情報バリュー

74

吉井 だから、おかしい、変質した考え方と言っているんだよ。 75

池島 ・・・バリューエンジニアリングは要らない・・・ 76

6分48秒 吉井 じゃ、質問だけれども、受講生は何人ぐらい受けていると思っているの？ 77

6分49秒

6分57秒
池島

受講生の問題だけじゃない。受講生がいたら何でもかんでも設けるという訳じゃなくて、
我々はこういう方針で、えー、今後いきますというなかで・・・

78

6分59秒 吉井 130名か140名ぐらい受講しているんだよ。 79

7分6秒
池島

んで、今、こういう議論は、えー、これから始まるところでして、
先生の話はちょっとあと後にしてもらえ・・・

80

吉井 じゃ、一番最後にしましょう。 81

7分7秒
7分10秒 池島 ま、必要があるかどうかは別ですけれども 82

吉井 ちょっと待ってえな、 83

池島 はい 84

7分12秒 吉井 あなたはだからおかしいんだよ。本当にこの経営学部は非常におかしいんだよ。　本当に、 85

7分23秒 吉井 じゃ、今、発言はおいておきますけどね。 86

7分28秒
8分18秒 井形 えーと、じゃ、今後の日程別に・・・ *** 聞き取り困難 *** 87

8分18秒 吉井 井形さん、ちょっと意見言わせて、 88

8分20秒 井形 あ、はい、どうぞ 89

吉井
あのー、教授会で発言しても、えー、発言させてもらえそうにないので、
井形さん、後で僕の質問に対して答えてくれ。

90

井形 はい 91
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◆　２０１３年１月１８日、経営学部教授会：　池島カリキュラム委員長に原告の担当科目の取り扱いについて質問する。
　　　　　-----   池島カリキュラム委員長と井形学部長の、カリキュラムに対する見識と責任感が理解できる内容   -----

8分29秒 吉井 それで、それでいいわ。 92

井形 はい、そうですか、はい。 93

8分32秒

9分41秒

吉井

ま、最後、あのー、僕の質問は後で井形さんとやるとして、あの、皆様方に是非聞いておいてほしいの
は、えー、私今ゼミを教えているんですけれども、えー、
演習Ⅰのゼミ生の出席率が私の特任うんぬんにからんで出席率は大体５０％ぐらいになってきているん
です。で、今までその、ゼミをやってきてこれほど悪い状況では推移してない。
んで、お願いしたいのはどういうことかというと、常に学生の立場にたった形での、そういうその、
いい意味でのインフルエンスを与えてほしいということです。
つまり、学生の立場にたった指導をしていかないと絶対にうちの学部は良くならないと思います。
あのー、それと僕の後のゼミの担当が決まるようでしたら、えー、
演習Ⅲについては卒論をイメージした形で指導を一生懸命頑張っています。ですから、誰かご担当され
るんであれば後をうまく引き継ぎたいと思います。
それから、演習Ⅰについても、えー、努力はしてきておりますが、今そんな状況であるということで、
あの、是非これから特任を希望される先生方おると思うんだけどね、あの、うまくその、
ソフトランディングできるようにしてあげてほしい、ということだけです。お願いだけ、はい。

94

井形 はい。 95

9分43秒 吉井 人権委員会、全然なっとらんぞ。 96

9分45秒 人委 すんません。でも、あのー、人権委員会が扱うには荷が重すぎたんですよ。 97

吉井 えっ 98

人委 荷が重すぎて 99

吉井 あ、荷が、荷が重すぎて 100

9分54秒

10分5秒

人権 委員
ええ、あの、要は、皆さん、・・・（聞き取り不可）・・・
教授会の審議事項で、現行、あのー、審議されていて
結果としてこうなってきているという過程になってしまうと、

101

10分6秒
10分10秒 吉井 あれ、教授会で議論さしてくれてない。全然、 102

10分24秒
人権 委員

だから、＊＊＊でインタビューしましたら、必ず、やっている、やっている、やっている、やっていると、
カリキュラム委員会をとおして＊＊それで、返ってきてしまって、それが、あのー、

103

10分32秒
吉井

おれ、ここで発言したやんか、その書類を配って議論してもらおうとやったけれども議論させてくれなかっ
たやろ。で、書類を回収されたやんか。

104

10分34秒 人委 はいはいはい 105

10分42秒
吉井

それ、見てくれているやろ、だから教授会で議論してくれて言ったって議論させずに学部長権限でもって、
そのー、落としてしまったんやけ、

106

10分51秒
人委

その場合に、要は故意に人権隠しが、
だから個人対個人であれば人権委員会にかけられるんですけども

107

吉井 組織対個人は駄目か、 108

人権 委員
組織対組織になっちゃうと＊がたってしまって・・・（聞き取り不可）・・・
いわゆる人権マターなのかとどうかという、これはあのー、一応制度のなかにはいって・・・

109

11分3秒 吉井 でも、そういうてたら、パワー、パワーなんとかいうやんか、 110

11分7秒 人委 そうそうそうそう 111

11分8秒 吉井 パワーハラスメントに当たるやんか 112

11分12秒 人委 それがそれが、それは、あの、僕らには荷が重いと 113

11分15秒 吉井 荷が重いからやめたん、んん、わかった、わかった、 114

人委 はい 115

11分22秒
吉井

いや、特に特にはいいんだわ。あまり、あの、
迷惑かけたらあかん思たから引き下がるつもりでおったから、

116

人委 ・・・（聞き取り不可）・・・今回のケース 117

※　教授会直後、隣席の人権委員と、２０１２年１２月１３日の人権委員会の結論について話をする。
　　　---   人権委員会と教職員組合に、経営学部執行部による、原告へのパワハラとして訴えていたことに関する背景情報   ---



start

time

end

time
発言者 会話の内容

検索
番号

◆　２０１３年１月１８日、経営学部教授会：　池島カリキュラム委員長に原告の担当科目の取り扱いについて質問する。
　　　　　-----   池島カリキュラム委員長と井形学部長の、カリキュラムに対する見識と責任感が理解できる内容   -----

11分30秒

11分36秒
吉井

そ組織、あれ、組織だっていたというより、
今の組織の意味がわからないんだけれども計画的だったというのは、

118

11分37秒 人委 それはそうですね 119

吉井 そうだろう、それはわかるやろう 120

11分38秒 人委 わかります、わかります。 121

11分43秒 吉井 もうズーと積み上げてきているからやりようがないんだよ。一個人では 122

11分47秒 人委 そうですね。あのー、よく時間かけて、だから、攻めてこられているから 123

11分52秒 吉井 あの、多分、組合の方もお困りになったんだと思って、僕、引き下がったんだわ。 124

人委 はい、はい、はい 125

11分53秒

12分16秒

吉井

あの、小川さんだっかな、あの方も真剣に来てくれたんやがね、
ちょっと荷が重いかなと思って止めた。
でも、あと、頑張ってな。な、後はもういいように頑張らんと、
おれもちょっとはいい方向に行くようにと頑張ったんやけど結局無理やった。
でも、学生には一生懸命やったよ。昨日９時１０分まで＊＊講義したしな、後悔はない。

126

人委 ＊＊＊ 127

12分19秒 吉井 はい、はい、はい 128


